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天
狗
ケ
岳
の
断
崖
下
に
広
が

る
の
が
瀬
戸
と
呼
ば
れ
る
景
勝

で
あ
る
。
川
床
に
は
奇
岩
、
巨
岩

が
横
た
わ
り
、
川
が
幾
筋
に
も

分
か
れ
た
り
、
合
わ
さ
っ
た
り

し
、
奔
流
あ
り
淵
あ
り
瀬
あ
り

の
表
情
豊
か
な
エ
リ
ア
だ
。
探

勝
路
は
や
や
高
い
所
を
通
っ
て

い
る
が
、
水
辺
へ
下
り
ら
れ
る

お 

      
子
供
た
ち
は
深
入
山
の
麓
で

ア
マ
ゴ
の
つ
か
み
取
り
に
歓
声

を
上
げ
、
広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
け
っ
た
。

森
の
中
で
揺
ら
れ
た
ハ
ン
モ
ッ

ク
が
人
気
だ
っ
た
。
昼
食
に
は

安 

                

小
径
が
い
く
つ
か
あ
る
。 

   

名
称
の
由
来
は
熊
南
峰
を
は

じ
め
何
の
言
及
も
な
い
。
対
岸

に
渡
り
易
い
場
所
と
い
う
意
味

で
「
瀬
渡
」
で
は
な
い
か
と
想
像

す
る
。
中
州
を
利
用
し
な
が
ら

峡
内
で
は
比
較
的
安
全
に
渡
渉

し 

                

     

安
芸
太
田
産
の
と
う
も
ろ
こ
し

や
ト
マ
ト
、
百
個
以
上
の
天
む

す
、
地
元
の
漬
物
な
ど
が
ず
ら
り

と
並
ん
だ
。
子
供
た
ち
は
自
分
で

さ
ば
い
た
ア
マ
ゴ
を
囲
炉
裏
で

塩
焼
き
し
て
頬
張
っ
た
。 

 

地
元
か
ら
は
バ
ス
の
貸
し
出

し
や
送
迎
、
サ
ッ
カ
ー
指
導
、
用

具
貸
し
出
し
、
施
設
準
備
や
コ

メ
、 

             

で
き
る
。 

 

蓬
莱
岩
と
い
う
大
岩
が
川
の

中
央
に
鎮
座
す
る
。
一
九
二
二

年
、
南
峰
や
斎
藤
露
翠
の
案
内
で

本
格
的
な
探
勝
団
が
入
っ
た
際

の
新
聞
記
事
に
よ
る
と
「
松
木
渡

（
ま
つ
の
き
わ
た
し
）」
と
呼
ば

れ
て
い
た
。
当
時
、
蓬
莱
岩
の
頂

き
に
は
印
象
的
な
小
松
が
あ
り
、 

         

メ
、
野
菜
、
ア
マ
ゴ
、
炭
な
ど
食

材
・
物
品
の
提
供
で
幅
広
い
協
力

が
あ
っ
た
。 

▼
支
援
団
体
・個
人 

野
う
さ
ぎ
文

庫
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
、
上
殿
未

来
会
議
、
佐
々
木
美
知
夫
、
中
野
千
春
、

中
野
千
秋
、
加
計
高
生
・
大
学
生
、
松

岡
恵
利
子
、
松
岡
隼
矢
、
百
姓
屋
、
井

仁
地
区
、
お
ふ
く
ろ
弁
当
、
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
、
三
段
峡
ホ
テ
ル
、
い
こ
い
の
村

ひ
ろ
し
ま
、
き
っ
ち
ん
た
ま
が
わ
、
松

原
地
区
、
三
段
峡
漁
協
、
や
ま
お
こ
し

の
会
、
風
炎
窯
、
筒
賀
木
工
陶
芸
館
、

加
計
印
刷
、
食
育
の
会
、
深
入
山
グ
リ

ー
ン
シ
ャ
ワ
ー
（
敬
称
略
・
順
不
同
） 

    

子
供
た
ち
を
励
ま
す
た
め
に

八
月
十
九
日
、
坂
町
小
屋
浦
で
夏

祭
り
が
開
か
れ
た
。
さ
ん
け
ん
か

ら
本
宮
宏
美
事
務
局
長
と
伊
藤

佐
知
子
会
員
が
、
安
芸
太
田
の
野

菜
な
ど
を
届
け
て
交
流
し
た
。
さ

ん
け
ん
Ｔ
シ
ャ
ツ
見
た
子
供
た

ち
は
、「
ま
た
、
行
き
た
い
」
と

深
入
山
の
思
い
出
を
話
し
た
。 

        

か
つ
川
の
渡
り
易
さ
か
ら
の
名

だ
ろ
う
。 

   

現
場
に
看
板
は
な
く
、
現
在
の

マ
ッ
プ
に
も
「
瀬
戸
」
は
な
い
。 

蓬
莱
岩
の
他
に
鑿
岩
（
く
り
い

わ
）、
瓢
淵
（
ひ
さ
ご
ぶ
ち
）、
親

子
岩
、
天
狗
岩
な
ど
の
記
載
は
あ

る
が 

         

    

さ
ん
け
ん
と
西
中
国
山
地
自

然
史
研
究
会
が
八
月
、
深
入
山

の
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
生
息
環
境
調
査

を
八
回
実
施
し
、
十
四
個
体
を

確
認
し
た
。
昨
年
、
愛 

好
家
が
十
一
頭
を
採
取 

し
、
山
麓
一
帯
で
の
絶 

滅
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
。 

 

調
査
し
た
さ
ん
け
ん 

                

る
が
、
全
体
を
指
す
瀬
戸
の
名

は
失
わ
れ
て
い
る
。 

南
峰
は
景
勝
名
と
し
て
瀬
戸

を
設
定
し
、
構
成
要
素
に
各
自

然
物
の
名
前
を
挙
げ
て
い
る
。

景
勝
名
を
通
じ
て
全
体
の
美
に

焦
点
を
当
て
る
の
は
、
三
段
峡

の
真
価
に
と
っ
て
必
要
な
見
方

だ
ろ
う
と
思
う
。（
松
尾
俊
孝
） 

          
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

   

会
員
の
上
手
新
一
さ
ん
は
「
繁
殖

行
為
は
見
ら
れ
る
が
、
個
体
数
が

少
な
い
。
生
息
環
境
の
整
備
が
必

要
」
と
指
摘
し
た
。
ゴ
マ
シ
ジ
ミ 

 
 

 
 

 
 

は
環
境
省
の
絶

滅
危
惧Ⅰ

Ｂ
類

指
定
。
草
原
の
減

少
と
採
取
で
激

減
し
て
い
る
。 

    

三
段
峡
で
は
七
月
六
日
と
八

月
十
三
日
の
豪
雨
の
た
め
、
多
く

の
場
所
で
土
砂
崩
れ
、
落
石
、
倒

木
が
あ
り
、
七
月
七
日
に
は
峡
内 

              

               

が
全
面
閉
鎖
さ
れ
る
な
ど
、
長
期

間
に
わ
た
っ
て
、
探
勝
路
の
通
行

が
制
限
さ
れ
た
。
観
光
客
は
大
き

く
減
り
、
事
故
も
起
き
た
。 

           

発 行 

ＮＰＯ法人 

三段峡―太田川 

流域研究会 

（代表・本宮炎） 

 

〒７３１－３８１３ 

広島県山県郡 

安芸太田町 

柴木１７３４ 

090・3421・3046 

◇ 

https:/ /sanken- 

hiroshima.org/  

 

 一口メモ 

だ
り
、
飛
び
込
ん
だ
り
、
魚

を
追
い
か
け
た
り
。 

五
年
前
か
ら
の
カ
ヤ
ッ

ク
体
験
に
、
昨
年
か
ら
ス

タ
ン
ダ
ッ
プ
パ
ド
ル
ボ
ー 

 

夏
、
長
淵
で
は
川
遊
び

を
す
る
家
族
連
れ
や
グ
ル

ー
プ
を
見
か
け
る
。
泳
い

だ 
  

ド
が
加
わ
っ
た
。 

夏
だ
け
で
な
く
春
や
秋

で
も
、
川
に
浮
か
ぶ
感
覚

を
楽
し
め
、
利
用
者
も
増

え
て
い
る
。 

南
峰
と
歩
く 
 

⑬ 

瀬
戸
（
せ
と
） 

■
マ
ッ
プ
か
ら
消
え
る 

■
渡
り
易
い
「
瀬
渡
」 

表
情
豊
か
な
岩
や
淵
を
束
ね
る
総
称 

   

▼
春
夏
秋 

川
遊
び 

さ
ん
け
ん
新
聞 

 

 

小屋浦交流  写真 

 

七
月
六
日
夜
に
発
生
し
た
西
日
本
豪
雨
災
害

で
被
災
し
た
安
芸
郡
坂
町
小
屋
浦
の
子
供
た
ち

と
保
護
者
二
十
七
人
が
八
月
九
日
、
深
入
山
で

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。
支
援
ツ
ア
ー 

 

小
屋
浦 

夏
祭
り
で
交
流 

ハンモックに揺られたり、アマゴ

の塩焼きを頬張ったりして、安芸

太田の夏を楽しんだ子供たち 

ゴ

マ
シ

ジ

ミ 

生
息
環
境
調
査 

 

 

豪
雨 

 

落
石
・土
砂
崩
れ
多
発 

 

は
さ
ん
け
ん
が
、
ひ
ろ
し
ま
こ
ど
も
夢
財
団

へ
相
談
し
て
実
現
し
た
。
さ
ん
け
ん
が
窓
口

に
な
っ
て
、
安
芸
太
田
町
内
の
団
体
、
個
人

へ
協
力
を
呼
び
か
け
た
。 

豪雨被害と復旧状況および事故内容 
７月 ６日 大雨のため正面口通行規制 

   ７日 峡内の探勝路全区間を閉鎖  

      竜ノ口、栂崎、石樋、ぐるの瀬で土石流 

      竜ノ口、石樋、ぐるの瀬は黒淵荘スタッフが

人力で撤去 

  １１日 正面口―女夫淵、水梨口―二段滝が通行可 

  １４日 倒木撤去後、猿飛渡舟の営業再開 

      石樋は町が県へ撤去要請、予算確保後に撤去 

８月 ３日 女夫淵―黒淵が通行可、渡舟の営業再開 

  １３日 豪雨。赤滝で落石、倒木、橋の一部破損 

      落石、倒木を黒淵荘のスタッフが撤去 

  １４日 赤滝近くで家族を撮影中に、後ろ向きで歩い

て転落。救助ヘリで搬送 

  １８日 竜ノ口付近で、こぶし大の落石があり、入峡

者が頭部負傷 

十
四
個
体
を
確
認 

深入山に元気な声 
被災した坂町小屋浦の子供たちの支援ツアー 

さんけんが調整役 団体・個人が協力  
 安芸太田らしいメニューでもてなす 

ゴマシジミ 

石樋の東屋上流で発生した落石 

◆９月２３日（日）１０時～１５時 

◆正面口集合。終了後に懇親会あり 

◆軍手、長靴、タオル、飲料水を持参 

◆参加費 １０００円。正・賛助会員無料 

◆申し込み締切 ９月２０日 

◆問い合わせ・申し込み 

  ℡０９０・６０７８・０８３５（本宮宏美） 

「清掃歩く会」 参加者募集 

https://sanken-/

